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研究成果の概要（和文）：本研究はインド外交が 1990 年代始めに開始した新しい外交の実態を 

明らかにし、その具体的な事例として日印関係を検証し、現代インド外交の戦略的方向性と外 

交モデルの構築を目指すことを主眼とした。研究の結果、インドが重要な国々と戦略的パート 

ナーシップの構築を目指した外交を進めつつあり、2005 年以降の日印関係がその典型例である 

ことが立証できた。そのうえで、中期的に鳥瞰すれば、インドが富国強兵を目指した外交戦略 

を展開しており、この外交を大国志向外交モデルと称せられることを明らかにした。 

 

 

研究成果の概要（英文）：The main subjects examined in this study are classifiable into 

three which are related to contemporary Indian foreign policy: fundamental 

characteristics of India’s foreign policy initiated in the early 1990s, Japan–India 

relations as a case study, and India’s strategic orientation and establishment of a new 

model of Indian diplomacy. Answers to those questions demonstrate that Indian diplomacy 

has undertaken the establishment of a strategic partnership with major countries. The 

Japan–India relationship since 2006 has been a typical case of such a strategic 

partnership. Furthermore, in the medium term, India can be expected to implement a 

diplomatic strategy of national enrichment and strengthening, with orientation of its 

diplomacy toward a major power. 
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１．研究開始当初の背景 

わが国では、BRICs の一角を占めるなど、

台頭著しい現代インドに対する関心が急速

に高まりつつあり、これを反映して現代イン

ド研究も広がりと深まりを見せている。しか

し、研究領域は経済と内政が主体であり、外

交については不十分なままであった。 

かつて、政治・外交の場合、堀本武功(研

究代表者)が共編者(広瀬崇子)となって『現

代南アジア―民主主義へのとりくみ(第 3

巻)』(東京大学出版会、2002 年)という成果

も出ている。しかし、この研究はインドに特

化せず、南アジア全体が対象地域であり、か

つ、時代範囲も 1990 年代の 10 年間に留まっ

た。これに対して本研究は冷戦後のインドが

大きな変貌を遂げた 1990 年代初め以降、今

日に至る約 20 年間の時間軸でインド外交を

検討しようとするものであった。 

 
２．研究の目的 

わが国おける現代イド研究は、インドの急

速な台頭をうけ、徐々に質量ともに高まりつ

つある。しかし、研究対象分野は経済と内政

に偏り、外交については乏しい。 

そこで、本研究では、インドが従来の非同

盟外交から 1990 年代初めに転換した新しい

外交の実態を明らかにし、転換を機に大幅に

改善が進展した日印関係を新外交の具体例

として検証し、最終的に現代インド外交の戦

略的方向性の解明と外交モデルの構築を目

指した。 

 
３．研究の方法 

初年度の平成 22 年度は、初年度となるの 

で、本研究の全体計画(目的・手法・成果・

日程)に関する共通認識を徹底化した。その

上で本研究のメイン・テーマであるインド新

外交の解明に力点を置いた。平成 23 年度お

よび 24 年度においては、初年度に得られた

知見を基に日印関係の研究に比重をかけた

研究を進めた。その結果、新外交と日印関係

の全貌と両者の相関関係が明らかになり、イ

ンド外交の戦略的方向性と外交モデルに関

する結論を導き出した。 

 
４．研究成果 

本研究の主題である現代インド外交につ

いて、冷戦後の 1990 年代以降の時期を中心

にして研究をおこなった。 

研究の結果として明らかになった点は、イ

ンド外交が 1990 年代初期にはルック・イー

スト(LE)政策を進めたが、1997 年に南アフリ

カとの戦略的パートナーシップ(SP)を皮切

りに、2013 年までに SP 関係構築国数は 23 カ

国に達した。この数は、例えば、中国の 12

カ国、日本の 8カ国(公式統計なし)と比べて

も、格段に多い。つまり、1990 年代以降のイ

ンド外交は、LE と SP を組み合わせた外交政

策と言える。 

この外交政策は対日政策ないしは日印関

係に端的に現れており、2005 年以降、急速な

緊密化が進展した。両国関係の緊密化は、両

国間の 2要因―経済と台頭する中国―が拍車

をかけたことは間違いない。  

インド外交を中期的に鳥瞰すれば、インド

が富国強兵を目指した外交戦略を展開して

おり、この外交を大国志向外交モデルと称す

ることができる。 
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